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I、緒言

鯉の完全配合餌料を作るための研究が，切鯉養成餌料を主体に進められ，各年度において

それぞれの成績を収めたが，本年度は，稚魚から成魚までの大きさについて究明したので,

その試験成績について報告する。なお，この試験は，水産庁研究第二課を中心に一都三景の

共同連絡のもとに行われたもので，都道府県水産試験場指定試験研究事業の指定をうけ研究

費の光は国庫補助金の交付によったものである。

､

'７

Ⅱ、試験の目的，方法および結果

１．目的

鯉用完全配合餌料（魚粉と大豆の代替率について）をつくるための資料をうる。

２．試験場所

東京都葛飾区水元小合町５５７４

束京都水産試験場水元分場

（１）切鯉養成

’・試験期間昭和４１年７月１日～９月２８日

２．試験地

ａ池の条件

'｣

勺

ｂ温度調査および水質調査

調査方法ノ

（１）水温，気温現場観測時 単位Ｕ

（２）ｐＨ比色（管）法

（３）溶存酸素量ウインクラー法，Ｄ０メーター単位ｐｐｍ

（４）ＯＯＤ（化学的酸素要求量）富山変法〃〃

（５）沃素消費量下水試験法’’〃

水温，気温，ｐＨ，溶存酸素量は毎日，ＯＯＤ，沃素消費量は毎週木噌日の
－１－

（亮１）
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１４時の測定値である。

(表２）水温．気温に)週別平均値
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(表４）溶存酸素量（ｐｐｍ）週別平均値
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図１水温（各週平均値）
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o天候との関係（表６）

列

Ｔ

上表は，各週における天候日数であるが，前年度同様に天候の悪い日には，鼻上げが

行われそのうち若干の轄死魚が出た。，

5．供試魚

種苗の産地東京都水産試験場水元分場産

一年魚（こい）

試験開始前一ケ月の餌料鯉用ペレット餌料

成分：粗蛋白質４０妬以上．粗脂肪５妬以上，粗繊維

４％以下，粗灰分１２妬以下，ビタミンＡ`・ＯＳ・Ｂ１・

Ｂ２・烏．ナイアンン，パントテン醜イノシトール，

ピオチン，葉酸，コリン

4．試験餌料の配合割合（そ）（表７）

00

上記配合割合によるペレット餌料を用いた。

5．試験餌料の分析成分表（兜）

－７－

晴 曇 雨 晴 曇 雨 晴 曇 雨

週々
Ｉ
、
皇
｝
。
４
４
Ｆ
Ｄ

第 ２
１
５
５
２

５
５
４
２
５

２
１
０
０
０

第６週

７

８

９

１０

４
４
４
５
２

５
５
２
２
５

０
０
１
０
０

第１１週

１２

１５

２
１
４

５
５
２

０
５
１

区分
脱脂北洋
ホワイト・ミーノレ 脱脂大 異 zl、麦粉 ビタミン混合 助宗残油

Ａ
Ｂ
０

、

５
５
５
５

４
５
２
１

０
６
２
９

１
５
４

Ｐ
Ｃ
。
〃
Ｚ
）
〃
Ｃ

Ｆ
Ｏ
４
４
Ａ
４
テ
◎

１（外割）

１（〃）

１（’’）

１（’’）

５（外割）

５（’’）

５（’’）

5（〃）



（表９） ビタミン混合（長野

処方・鯉用妬２）

ｍｍｌｉ/k9dlet

(表８）

(分析＝日本配合餌料ＫＫ研究場）

餌料単価（ｋ,当り）

助宗残油

Ａ

Ｂ

Ｏ

、

１１１円

７２

７１

７０

７０

6．損餌状況（表１０）

○良好

△やＬ悪い

×，悪い

〆、

Ｌノ

０１△

Ｏ|△

ス絵餌方法

ベレット餌料は，９時５０分頃から１５時頃までの間にすべて投げ餌で与えた。助宗残

油は，所定量を前日の夕刻に添加しておいた。給餌量は．体重×（水温の１０％）＋oz＝

１日の予定量としたが，実際の給餌量は次のように行った。

(表１１）

－８－

Ａ Ｂ ０ ，

水分

粗蛋白質

組脂肪

可溶性無窒素物

粗繊維

粗灰分

９
０
４
８
０
９

２
ａ
４
２
ｔ
８

●

４
５

７
５
０
５
４
５

●

２
ａ
４
ａ
北
８

４
５

１
７
４
４
８
６

２
ａ
ａ
４
ｔ
Ｚ

４
５

４
７
９
１
１
８

０
ａ
２
４
２
６

１
４

３

ピタミン巳

〃 Ｂ

〃 Ｂ

１

２

６

パントテン峻一Ｃａ

ナイアシン

イノントール

ピオチン

葉酸

リーゴ：〆

Ｐ ＡＢＡ

ピタミンＡ

ノノ Ｄ

〃巳

ﾉノＫ

'' ０

３

３

Ｕ
Ｕ

２
Ｉ
工

●

５
０
５
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
１
０

５
２
０
５

０
５
０
０
２

３

１
５

０
０
？
！

５
１
．

Ａ Ｂ ０ Ａ Ｂ ０ Ａ Ｂ ０

週１
２
５
４
５

第 ○
○
○
○
×

○
○
○
○
×

○
○
△
△
×

第６週

７

８

９

1０

△
△
△
△
△

△
△
△
△
△

△
△
△
△
△

第１１１i園

第１２

1５

ど△

×

△

二二

×

型△

×

×

△

ＡＢＯ

Ｚ８日目迄

５６〃

８４’「

２．７～５．０

５．０～４．５．

５．５～２．０



8．試験結果（表１２）

の

ロ

－９－

一

項
￣

Ａ Ｂ ０

Ａ）総尾劉屠

開始時

２８日目

５６日目

８４日目

１００

９９

９８

９６

１００

９７

９６

９５

１００

１００

９８

９２

Ｂ）総体童(9)

開始時

２８日目

５６日目

８４日目

５
６
９
０

７
７
９
７

ワ
ニ
１
７
９

９
０
０
９

０
０
６
８

１
２
５
４

１１，２１５

１９１７１５

５５，９８４

４ス８０５

１０，５２０

１２５２５

５４，５４５

５０，０７０

Ｏ）－尾平均体重(9)

開始時

２８日目

５６日目

８４日目

８
８
５
１

●
●
●
●

２
５
５
０

０
０
７
１

１
２
５
５

２
５
０
２

●
●
●
●

２
５
４
５

１
０
－
１
つ
０

１
２
５
５

２
５
５
２

●
●
●
●

Ｆ
Ｄ
頁
』
（
二
Ａ
４

ｎ
Ｕ
○
〆
Ｐ
Ｃ
刈
外

Ａ
ｌ
八
Ｉ
Ｚ
）
戸
◎

Ｄ）ヘい死尾数(尾）

１～２８日掛

２９

５７

￣

～。

へ‐

６

８４

ﾉノ

ﾉノ

全期間

１
１
２
４
．

５
１
１
５

０
２
５
７

、）へい死重量g）

１～２８日間

２９～５６〃

５７～８４’’

全期問

５
０
０
５

７
４
８
９

１
０
２

９
，

１
１

〔
Ｕ
（
Ｕ
（
Ｕ
ｎ
〕

（
ソ
５
【
Ｕ
４
．

ワ
」
Ｚ
）
〃
。
ワ
』

０

１

２ ０

０

６２０

８６０

5，４８０

Ｆ）不明尾数0毛）

１～２８日間

２９～５６〃

５７～８４’’

全期間

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０



３日

定イ、ロ月里7劃９

ヨ

会１組問

白Ｉｌ９ｆ

ｑＢ

、愛国(恥

９へ－月八

３』

－１０－

Ａ Ｂ ０

Ｇ）推定不明重量g）

１ ～￣ ２８日間

２９～５６

５７～８４

全期間

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

Ｈ )尾数歩留係）

１～２８日間

２９～５６

５７ ～￣ ８４

全期間

９
９
８
６

９
９
９
９

７
９
９
５

９
９
９
９

１００

９８

９４

９２

エ）増重量（９）

１～２８日間

２９～５６

５７～８４

全期間

ヌ９７６

１６．７６５

１５，２５１

３ヌ９９０

０
９
１
０

９
１
２
３

７
６
４
８

ａ
４
４
Ｚ

１
１
５

５
０
５
０

０
４
８
５

０
６
５
０

２
ａ
ａ
ａ

１
１
４

』 )原料給餌量(9)

－１～２８日間

２９～５６

５７～８４

全期間

０
０
０
０

９
０
０
９

９
９
６
４

ｑ
ａ
ｑ
Ｚ

１
２
５
６

０
０
０
０

９
０
０
９

９
９
６
４

ｑ
ａ
ｑ
Ｚ

１
２
５
６

１０，９９０

２５，９００

５０，６００

６ス４９０

Ｋ）餌料効率(”

1～２８日間

２９～５６

５７～８４

全期間

８
７
５
５

０
４
ａ
Ｑ

９
６
４
５

０
４
１
１

●

０
６
Ｚ
６

８
５
４
５

９
４
１
８

●
●
■

ｔ
０
０
３

８
６
６
６

Ｌ）成長率（961

１～２８日間

２９～５６

５７～８４

全期 罰

４
６
１
７

４
０
８
７

●

２
ｔ
ｔ
ｔ

２
９
５
８

１
９
２
７

口
●
●
●

２
１
１
１

５
７
５
５

２
０
５
９

●
●

２
２
ｔ
北

Ｍ）蛋白効率(96）

１～２８日間

２９～５６

５７～８４

全期間

５２１．１

１５０．５

１００．７

１ヨズ８

７
４
８
０

●
●
●

４
０
８
Ｚ

８
５
０
２

１
１
１
１

５
２
５
９

●
●

一
’
八
ロ
〕
ラ
ハ
戸
つ

（
、
ｚ
）
Ｚ
）
４
斗

１
１
１
１
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9Ｌ魚体分析

分析者：北村佐三郎（オリエンタル酵母工業ＫＫ）

ａ、試験開始時の分析結果（％）（表１５）

（註）１．（）内は，乾物に対する％

２．試料の処理方法あらかじめ凍結'保存しておいたものを，そのままミー

トチヨツパーにかける。２回目以後は，ドライ・アイスを加えながら行い，

５回くり返した。

b、試験終了時の分析結果（％）（表１４）

'「

（註）１．（）内'よ乾物に禿げる％

２．試料の処理方法量が多いのでアイス・ストツカーで凍結保存したも

のを，そのままミート・チヨソパーで１回磨砕しこれを十分混合した

偽その約之量とって再びミート．チヨヅパーでﾄﾞﾗｲ．アイスと共
に２回塵砕した。

０．供試魚の大きさ（５尾の平均値）（表１５）

0３

ナ

１０．肥満度

餌料区分Ａ，Ｂ'０の肥満度の度数分布をヒストグラムで示した。（図１０）

■

－１５－

三:三i二’

試験区 水分 蛋白質 脂肪 灰分

Ａ
Ｂ
０

６Z９０

６８．８９

７０．７６

1８．８１（５８．６０）

17Ｚ８（５５８７）

1ス０６（５８．５４）

11.95（ろZ１７）

1２．５９（４０．４７）

1０．８５（ろZ１１）

2６１（８．１５）

2．１５（６．９１）

206（ＺＯ５）

試繍区 全長 体長 体高 体重

開始
時 Ａ，Ｂ ，

○ １９ＬＯＣ、 １５．６Ｃ加 4.7ｃｍ ９６．２９

終
了
時

Ａ
Ｂ
０

５５．８

５２．５

５４．５

２８．５

２９ＬＯ

２８．７

9L２

９Ｌ５

９Ｌ５

５７９

６０１

６００

試験区 水分 蛋白質 脂肪

Ａ耳 ０ ８１．５８ 1５．５４（８５，４６） 0．４９（２．６５）
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１１．考察

（１）順位（表１６） (2)試食判定の順位（表１７）

ざ ゴｒ』

召ＣＤＯ

（３）健康度の所見

各区とも外観的に異常は認められなかった。

１２．まとめ

（１）昭和４１年７月１日～９月２８日まで，切鯉養成を目的として魚粉を大豆に代替（０

９'６，１６％，５２％）したペレット餌料を用いて試験した。

（２）供試魚は，まどい１年魚を用いた。

（３）底質泥土の止水式養魚池では，大豆の代替率が５２％でも十分に実１号fl:性のあることが

推測される。

（４）止水池のため夫侯により各地とも水質的に変動があり，摂餌にも大きな影響をう(ﾅた。

⑪新仔養成

１．試験期間昭和４１年７月２１日～１０月１５日

２．試験池

ａ‘いけすの条件

しけすの規模＝網地ナイロン娃又，２１０，，５／６本，２４筑角目綱長さ５．６

れぅ巾１．８７７２う深さ1.877Z〉水深１”，水容積６．５㎡

'，

ヴ

網いけす略図（図１

(1)絹地展開図および仕様

００日

リＺ

艀又網礎;凋伊

－１５－

餌料区分 Ａ Ｂ ０

総合

尾数歩留

成長率

餌料効率

蛋白効率

２
１
５
２
２

テ
。
ワ
ー
ワ
』
っ
。
頁
〕

１
５
１
１
１

餌料区分 Ａ Ｂ ０

総合

味

におい

肉のしまり

油ののり

２
２
２
５
２

１
１
１
２
１

５
５
５
１
５



(2)仕立湯見取図

2

窃織 クレモテブーローフ゛

仕立糸；クレモナ撚糸とする。

ｂ試験池（網いけすを設置した池）の条件（表１）

止水式

ｏ温度調査および水質調査

調査項目および調査方法は，(1)の切鯉養成に同じ。

(表２）水温

(註）毎日１４時観測

－１６－

池の長さ 池の巾 水深 水面積 水容積 注水／曰 ｅｃ 備考

５５．４７７１， １Z577z' １”し ６２０㎡ ６２０㎡ ０ 止水式

週 最高 最低 平均 週 最高 最低 平均

週１
２
５
４
５
６
７

第 弧
邪
妬
皿
〃
閉
犯

ろ
５
５
５
５
５
５

５０．４

２ズ４

２ズ８

２Ｚ２

２８．４

２９k２

２６．８

７
８
丹
，
６
５
４

１
０
１
０
２
１
０

５
５
５
５
５
５
３

週８
９
０
１
２
５

第
１
１
１
１

２
４
４
４
５
８

●

２
Ｚ
４
４
ａ
ａ

５
２
２
２
２
２

叫
叩
１
Ｍ
肥
旧
ロ

２
２
２
２
２
２

６
７
６
８
１
９

８
５
４
２
２
２

２
２
２
２
２
２



(表５）ＰＨ，Ｄ０，００，，沃素消費量

函
JBO１６４

ヌろＣ

ョ
ヨ

ｒ
－
－
Ｌ

＄

８［

４８．８

ヲＵ

４Ｕ-8

ｒ
］

己〔」

０

６ＵｌＲ１Ｃ

3．８０

（註）ＰＨ溶存酸素量：毎日１４時観測

ＣＯＤ沃素消費量：毎週木曜日１４時観測
，

ｄ・天候との関係（表４）

１
１

上表l主各週における天候日数であるが，切鯉養成と同じく夫侯の悪い日には溶存

酸素量が減少し，摂餌行動は極度に悪くなった。従って，これらの日には投餌は中断
した。

－１７－

ＰＨ

最高 最低 平均

ＤＯ

最高 最低 平均

ＣＯＤ エ ２

園、
１

１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
ろ

第
１
１
１
１

明
朗
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
皿
冊
肌
川
知
朋
妬

１
１
１
１
．
１

６
１
６
６
５
８
４
２
２
４
２
４
５

２
２
２
２
２
２
８
Ｚ
Ｚ
ス
ズ
８
Ｚ

Ｗ
％
朋
朋
叩
山
妬
肌
肥
朋
肌
朋
〃

１
１

５

５
８
６
０
２
１
７
５
７
４
２
９
０

Ｚ
０
ｔ
Ｚ
５
２
２
４
４
２
５
Ｑ
６

■
●

２
２
５
２
２
５
５
５
２
２
２
２
２

５

Ⅲ
犯
叩
砺
叩
朋
肥

２
１
２
２
１
２

２
５
０
７
９
６

２
２
４
２
０
Ｚ

１

皿
皿
品
妬
卯
匁
閖
Ⅲ
伽
即
仰
朋
〃

●

２
１
２
２
１
２
２
２
１
１
１
１
１

０
５
４
０
５
１
４
７
７
９
０
０

Ｍ
Ⅷ
西
刑
川
朋
灯
叩
皿
加
乃
朋

２
５
５
２
６
４
４
４
１
１
１
２

晴 曇 雨 晴 曇 雨 晴 曇 雨

週１
２
５
４
５

第 ５
５
５
４
４

２
４
４
５
２

０
０
０
０
１

第６週

７

８

９

１０

５
５
１
４
４

２
４
６
０
２

０
０
０
５
１

第11週

1２

１５

４
５
５

２
２
２

１
０
０



5．供試魚

種苗の産地東京都水産試嶮場水元分場産

０年魚（こい）

試験開始前一ケ月の餌料鱒用完全粉末餌科

成分：祖蛋白質４１．５～４２．５％粗脂肪４～５％，粗繊

維２０～２．７％，粗灰分９０～１０．２％,ビタミンＡ，

Ｄ３゜Ｂ，。Ｂ２ｏＢ８，ナイアシン，パントテン

醜０，Ｋ,，画，葉酸コリン，イノシトールレ

ピオチン，パラアミノ安息香蝋カルシウム，リン，

ナトリウム，鑑マグネシウム，マンガン，鋼コ

バルト

4．試験餌料の配合割合および分析成分表}主(1)の切鯉養成に同じ。

別表のような配合によるクランプルおよびペレット餌料を給与した。

5．摂餌状況（表５）

し

１
コ

○良好

△やｈ悪い

×葱い

6．給餌方法（表６）

最初クランプルで餌付けを行い順次

ペレット餌料に切替えた。給餌は，９

時５０分項から１５時頃までの間にす

べて投げ餌で行った。助宗残油は，所

定量を前日の夕刻に添加しておいた。

給餌量は，放養重量に対して次のよう

に行った。

｢］

－１８－

試験区 Ａ Ｂ ０ ， 試蟻区 Ａ Ｂ ０ ，

週１
２
５
４
５
６
７

第 △
、
、
○
○
○
○

△
ｎ
ｏ
○
○
○
○

△
○
ｎ
．
○
、
○
○

△
、
、
、
○
○
○

週８
９

第
ｎ
１
２
５

１
１
１
１

○
○
○
○
○
○

、
藝
○
○
○
○
△

ｎ
ｏ
○
○
○
○

○
○
ｏ
ｎ
○
○

試験区 Ｂ Ａ
， ０， ，

第１週

２８日目迄
（除く第１週）
５６日目迄

８４日目迄

１６．２９'６

5.0～４．７

２．５～２．８

２．６～１．４

8.5～９１％

１．９～５．０

１．６～２．０

２．０～１．１



Z試験結果（表７）

？

Cu

』

－１９－

Ａ Ｂ ０ ，

Ａ）総尾数

(尾）

開始時

２８日目

５６〃

８４〃

２００

１９８

１９２

１９２

１０１

１０１

９９

９６

２００

１９６

１９１

１８５

２００

１９５

１９０

１８８

Ｂ）総体重

（９）

開始時

２８曰目

５６〃

８４〃

４
７
０
０

２
２
０
８

４
８
２
６

０
０

１

６
５
４

１
２

４、

２１６

６００

１１，５００

１９１４９０

６
７
０
０

８
１
０
４

５
１
２
５

９
９
、

６
５
４

１
２

２
９
０
０

１
７
０
１

４
５
７
５

Ｏ
Ｂ
、

６
４
５

１
２

ｃ）一尾平均体重

（９）

開始時

２８日目

５６〃

８４〃

２１

５４．５

７９Ｌ２

１２８．５

１
５
２
０

２
５
６
３

４
１
０

１
２

1．９

５１．２

７９Ｌ６

１５２．６

１
１
４
４

●

２
３
Ｚ
６

３
７
１

１

Ｄ）蕊死尾数

(尾）

１～２８日間

２９～５６〃

５７～８４〃

全期間

２
２
０
４

０
２
０
２

１
２
０
５

５
５
１
７

巳）繁死重量

（９）

１～２８日間

２９～５６〃

５７～８４〃

全期間

４０．５

１０５．０

０

１４５．５

0

９６．２

０

９６．２

１６．５

９０．０

０

１０６．５

２１．７

１４５．０

２２０．０

５８６．７

Ｆ）不明尾数

(尾）

１～２８日間

２９～５６〃

５７～８４〃

全期間

０
４
０
４

０
０
５
５

５
５
．
。
２

１

４
０
１
５

Ｑ）推定不明重量

（，）

１～２８日間

２９～５６〃

５７～８４〃

全期間

０

２２Z２

０

２２Z２

０

０

４７８．８

４７８．８

５
２
６
５

●
●
●

？
６
６
２

４
６
５
５

１
６
８

７０．４

０

９６．９

１６Zろ



－２０－

丁

Ａ Ｂ ０ ，

Ｈ）尾数歩留

(％）

１～２８日間

２９～５６〃

５７～８４〃

全期間

９１５

９Z０

１００．０

９６．０

０
０
０
０

●
●

●

０
８
Ｚ
５

０
９
９
９

１

９８．０

９Ｚ４

９６．９

９２．５

５
４
９
０

●
●
●
●

６
８
８
４

９
９
９
９

エ）増重量

（９）

１～２８日間

２９～５６〃

５７～８４〃

全期間

6．４４４

8，７０５

２４８０

２４，６２９

４
６
９
９

８
９
６
４

５
９
４
８

４
６
ａ
Ｒ

１

5，７９７

９５５９

２９７７

２５，１１５

6．０５９

8，４６６

R１２７

２５，６５２

q「）原料給餌量

（９）

１～２８日間

２９～５６〃

５７～８４〃

全期間

０
０
０
０

７
２
２
１

８
２
５
４

１
ａ
８
５

１

０
０
０
０

７
２
２
１

８
２
５
４

ｔ
５
ａ
５

１

０
０
０
０

７
２
２
１

８
２
５
４

１
ａ
ａ
ａ

１

０
０
０
０

７
２
２
１

８
２
５
４

１
５
ａ
ａ

１

Ｋ）餌料効率

(％）

１～２８日間

２９～５６〃

５７～８４〃

全期間

５４４．６

１６６．８

１１５．９

１５９L８

４
０
８
８

●
‐
●

４
４
ｔ
８

５
５
０
２

２
１
１
１

５１０．０

１９８．１

１oz０

１６５．０

５２４．０

１６２．２

１０２７

１５５．５

Ｌ）成長率

(％）

１～２８日間

２９～５６〃

５７～８４〃

全期間

9Ｌ９８

２．９６

１．７２

５．００

１０．９７

5．５４

1．９９

５．４５

9L９８

５．５４

１．８２

５．０５

9Ｌ８４

５．０５

１．４６

４．７７

Ｍ）蛋白効率

（％）

１～２８日間

２９～５６〃

５７～８４〃

全期間

８０１．４

５８Ｚ８

２６５．０

３７１．７

５４１．４

５０９Ｌ６

２５５．１

２９Ｚ５

７０９Ｌ５

４０９Ｌ４

２７４．４

５７２．９

７４１．５

５７１．２

２５１．０

５５１．２



8．魚体分析

分析者：北村佐三郎（オリエンタル酵母工業ＫＫ）

ａ試験終了時の分析結果（％）（表８）

汁’モ堰矛白ﾖｱ咄謬

。（１Ｕ８

３５８

」

１６m

（註）１．（）内は，乾物に対する9６

２試料の処理方法全魚体をミート・チヨツパーでう回磨砕した。２回目

よりドライ・アイスを使用し，魚体は，アイス・ストツカーに凍結保存し

ておいた。

供試魚の大きさ（５尾の平均値）（表９）ｂ

可
‐
ユ

,肥満度

餌料区分Ａ，Ｂ，０，，の肥満度の度数分布をヒストグラムで示した。（図２）

－２１

=iZ二三コ
１２５

２２６

１１５

（９）

試験区 水分 蛋白質 脂肪 灰分

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

７
１
５
４

０
０
９
８

●
●
●

５
５
６
Ｚ

７
７
７
７

１８．１９（７２．９６）

１６．１９（５９L９９）

１５．９４（６４．０９）

1５．９４（７１．９５）

6．２８（２５．１９）

8.52（５１．５７）

5．４８（２５７５）

4．２７（１９k２７）

2．７０（１０．８５）

2．５１（８．５６）

２１６（９L５２）

2．５５（１０．６０）

試験区 全長 体長 体
－■-

･局

Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
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４
９
１

１

●
●

●

０
３
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０

つ
二
ウ
ニ
イ
ー
〔
△

１６．９

１９L６

１５７

１６．８
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ｊ叩く
７
４
８
０

●
●

●

５
Ｚ
５
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１０考察

（１）順位（表１０）

「
Ｊ

ｒ
Ｉ

一参Z

＝■

■

（２）健康度の所見

各区とも外観的に異常は認められなかった。

１１．まとめ

（１）昭和４１年７月２１日～１０月１５日までウ新仔養成を目的として魚粉を大豆に代替

（０％，１６９A，５２％，４９９６）したクランプル及びペレット餌科を用いて試験した。

（２）供試魚は，まどい０年魚を用いた。

（３）大豆の代替率４９％でも成鳧餌料効率等は良好だったが，これらは今後十分に究明

しなければならない。

（４）網いけす底が地底の泥土に埋れたことおよび餌料効率，その他からみて試験餌料十α

の要因が働いたことが推測される。

（５）網いけすの設置池が止水池のために天候の悪い日にＩ主溶存酸素量が減少するが，切

鯉養成池ほどの激しさはなくそのための蕊死はなかった。

Ⅲ本試験に対する総合意見

幼魚から成魚（１．９～５４４．２９）までの養成を通じて，底質の泥土（ヘドロ）の深い養魚

池での養鰹または，それに準じた溜池養鰹では，本試験で行った脱脂大豆の化巷率が５２％

の配合割合でも十分に成長し，実用性のあることが推測される。然乍ら，新仔養成（１．９～２０５

，）における餌料効率のよすぎる点は，(1)ベントスまたはへドロを摂餌した分がプラスαとし

て作用している？両者の共通する（新任切鯉養成）問題点として，(2)脱脂大豆の配合割合

をさらに広げても，止水弍養鯉池（底池ヘドロ）の場合は実用|生があるのだろうか？等のこ

とが疑問として残る。

Ⅳ文献

－２４－

Iiii小|』
餌料区分 Ａ Ｂ ０ ，
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（付）越冬試験

Ｉ試験の目的および方法

１．目的

餌料成分の相違が鯉の越冬（主として歩留）にいかなる影響を与えるかの究明をした。

２．試験期間昭和４１年１１月２９日～昭和４２年５月２８日

５．試験場所網いけす試験区４区

４．供試魚網い'ﾅすの新仔養成試験に用いた鯉を試験終了麓そのまＬ引続いて用いた。

５．方法越冬環境は，網いけすが地底のヘドロに十分達するようにし，用水は，’０

月１６日に試験池の約5／4を入れかえ，越冬中の給餌は全く行わなかった。

１１試険結果

１．試験開始H寺と終了時の比較（表１）
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●

2．試験期間中の水温（℃）

（表２）週別の最高最低および平均値
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5．魚体分析（９６）俵３）
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(表４）開始時を１００とした場合の－没分析の比較
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Ⅲ まとめ

1．餌料区分が越冬におよぼす影響について，昭和４１年１１月２９日か｜

日までの１１０日間行った。

2．大豆の代替率が多い窄鍼重率が高い傾向にある力；一般分析値はそのブ

5．越冬中の給餌は行わなかった。

4．供試魚}圭体長１６～２０〔Wlb体重１５～２５５１の大きさを用いた。

９日から昭和４２年５月２８

一般分ｼﾞﾄﾞﾃ値はその逆の傾向にあった。
･リ
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